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研究成果の概要（和文）：本研究では，汎用テレビ会議システムを利用した国際遠隔協同授業・
ゼミナールを提案し，実施した。この方法は，数学が良くできるだけではなく，高度情報通信
ネットワーク社会及び国際社会にも対応できるエリート算数・数学教員を養成する方法である。
参加した学部学生や大学院生は，数学教育における意欲，学力，研究力，創造性に関して向上
が認められた。6 セミスター目から通常のゼミナールのまとめと発展として協同ゼミナールを
位置づけ，一般的な教員養成課程の中で実施することが出来る。 

 

研究成果の概要（英文）：In this paper, we studied on “International Cooperative Distance 
Lesson and Seminar using Teleconference System” in university of education. This 
educational method is the method to foster elite teachers of mathematics who study 
mathematics very well, and who can take measures to deal with today’s advanced 
information and telecommunication network society, and internationalization. 
Undergraduate and graduate students who would like to become teachers could improve their 
motivation, ability, creativity and quality of studying on mathematics education. This 
method of ICDL&S starts from 6th semester in university to get their ideas properly 
organized and to develop them in general seminar.  And we can implement this method into 
ordinary curriculum in university of education. 
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１．研究開始当初の背景 

テレビ会議システムを利用した遠隔教育
は SCS利用の遠隔授業と同様に近年大学を中
心に普及していた。しかし，その利用は国内
に限られ，ある意味，授業の効率化を志向し
ているように思われる。遠隔教育は，遠隔地
にいる相手と授業連携することで，教室内だ
けの環境では成し得ないような高度な教育
を可能にできる。この点に注目して研究代表
者である守屋は，1995 年からテレビ会議シス
テムを利用した遠隔協同学習の研究を続け
ている。当初これは国内の小学生同士が対象
だった。1997年から2005年はこれに加えて，
ドイツ・中国・タイの小・中・高の児童・生
徒と日本の児童・生徒との国際遠隔教育を実
施して，テレビ会議による遠隔協同学習が児
童・生徒の創造性育成に寄与することを明ら
かにしてきた。また，2003 年・2005 年・2008
年には教員養成系大学生・大学院生・現職教
員とドイツの教員養成系大学生とのテレビ
会議システムを利用した共同ゼミナールを
実施した。この授業に参加した日本の学生・
現職教員は，ドイツ学生が行った模擬授業の
中で同じ教育内容に対する指導観点や指導
手順の違いを目の当たりにして，自分の教材
観や指導観が変容するという成果があった。
このゼミナールは，本研究のベースと位置づ
けられ，本研究を進めるための直接の動機と
なったものである。そして，本研究を推進す
ることによって教員養成過程でエリート教
員を養成できる可能性を確信させた。 

 
２．研究の目的 

日本の将来を開拓し，国際社会で活躍でき
る理数系の人材を育成するためには，従来の
ような単に数学が良くできるだけではなく，
高度情報通信ネットワーク社会及び国際社
会にも対応できるエリート算数・数学教員が
学校には必要と考える。そして，そのような
教員を組織的に養成することが急務である。
そこで，まず，現行の教員免許制度上で実施
できる方法として，日本の大学生や大学院
生・現職教員が，同じく教員を目指している
ドイツ，タイ，韓国の学生・現職教員らと，
テレビ会議を使って教材研究や模擬授業を
交流することで，算数・数学教育力だけでな
くネットワークの利用や英語でのプレゼン
テーションとコミュニケーションの能力も
育成する教育方法を提案する。 

本研究では，このような方法で両国学生の
創造的な教育活動を連携させ，その効果につ
いて明らかにすることを目的としている。こ
の研究は，現在問題となっている教員の授業
力の向上のための方法論の開発にも寄与で
きると考えている。 

一連の活動を国際遠隔協同授業・ゼミナー

ル (ICDLS:International Cooperative 
Distance lesson and Seminar）ということ
にし，具体的には次を目標とする。 
(1) 連携予定国であるドイツ，タイの教員養
成システム，及び，そこのカリキュラムと内
容を調査し，教員養成及び採用，現職教員研
修の実態を明らかにする。特にエリート教員
の育成について調査する。 
(2) 算数・数学科を対象とした交流を中心に
し,外国と日本の学生・現職教員同士による
国際遠隔協同授業・ゼミナール・研究会を実
施する。その中で，学生・教員の意欲，学力，
教材研究力，国際感覚，ネットワーク利用力，
英語活用力，創造性の向上の有無と，その育
成・獲得過程の様相を明らかにする。 
(3) 教員養成系大学での本格的実施に繋げ
るために，外国との遠隔協同授業・研究を取
り入れた教員養成，及び，現職教員研修カリ
キュラムの可能性を検討して，そのモデルを
つくる。 
 
３．研究の方法 
研究組織 
 研究代表者である守屋(玉川大学)が中心
となり，国内では，研究分担者の渡邉・佐々
木（京都教育大学）と研究協力者の詫摩京未
教諭(立命館宇治中学校・高等学校)で構成さ
れた。海外では，ドイツの Th.Weth 教授(エ
アランゲン-ニュルンベルク大学)，
M.Hartmann 教授・Th.Borys 准教授(カールス
ルーエ教育大学)，タイの Th.Noppawon 教授
(ラチャパット地域総合大学アユタヤ校)，韓
国の S.Park 教授(春川教育大学)が共同研究
者として参加した。さらに，教材作成や授業
実践等では，太田直樹教諭(ノートルダム小
学校)，丹洋一教頭(角川中学校)，河崎哲嗣
准教授(園田学園女子大学)が研究協力者と
して参加した。 
機器について 
京都教育大学に設置されている 4地点同時

接続が可能であるテレビ会議システム
TC-2200HC (NEC 製) をセンターとした。玉川
大学とドイツには PCS-G50(ソニー製）が常設
されている。タイにも View Station (Polycom
製)が常設されている。また，TV 会議システ
ムの他にパワーポイント等の電子データを
シェアーできる DropBox を使い，常に必要な
データを共有した。 
手続きについて 
 1 セミスターを 1ユニットとして行われる
自国での通常の数学科指導法ゼミナールと，
その期間内で行われる TV 会議を利用したゼ
ミナールを総合して，国際遠隔協同授業・ゼ
ミナールと言うこととする。 
研究初年度は，連携相手国であるドイツ，

タイの教員養成，採用，研修システムについ



て文献研究，及び，現地調査と資料収集を行
った。さらに，共同研究者を招聘して情報・
研究交流を行った。また，協同授業・ゼミナ
ール実施に向けて，環境や内容についての打
ち合わせを行い，教材の開発を開始した。 
 次年度からは，協同授業・ゼミナールを開
始し，教育効果を検証していった。  
 研究成果は，数学教育学会，日本教育工学
会，ドイツ数学教育学会(GDM)，玉川大学教
育学部研究紀要，玉川大学教師養成研究セン
ター紀要，教育大学教育実践研究紀要を通じ
て逐次発表した。 
評価について 
 協同授業・ゼミナールにおける学生等への
教育効果については，ゼミナールへの取り組
みや参加状況の観察，参加者へのアンケート
調査，及び，授業別創造性態度アンケートを
実施し，分析した。 
 
４．研究成果 
平成 21 年度 
数学だけでなくテレビ会議システム等の

ICT 利用能力や英語によるプレゼンテーショ
ンとコミュニケーション能力を持ったエリ
ート算数・数学教員を養成するための基礎資
料として，ドイツのバイエルン州の教員養成
制度とタイ国の教員研修制度について文献
調査と現地調査を実施した。ドイツでは，エ
リート校であるギムナジュウムの教員は，理
学部数学科相当で要請され，ディプロマ(近
年は修士)取得であり，数学の学力は高い。
さらに，小学校 5年生からこれら教員による，
優秀な生徒への指導が行われており，一定の
成果を得ている。一方で，多くの教育問題を
抱えている基幹学校では，数学及び数学教育
科目を大学時代に履修していない教師が多
く，問題解決のためにエリート数学教員の養
成が急務であることが分かった。タイでは，
科学技術教育振興研究所が教員研修を統括
しており，TVを使った遠隔研修と各地域研修
センターでの対面研修が行われ，3 年間の研
修と修了試験(合格率 90%弱)によりエリート
教員を養成している。 
 共同研究者である Erlangen-Nuernberg 大
学 Weth 教授を日本に招聘して学校の視察を
してもらい，日独の情報交換を行った。さら
に，日本・ドイツ・タイを TV 会議で多地点
接続し共同研究者らによる日独数学教育セ
ミナーを開催し，ドイツの教員養成システム
と課題について討議した。また，日本の学生
が方程式，数の拡張，体積の指導について英
語でプレゼンし，対面式ではあったが Weth
教授を交えた協同ゼミナールを実施した。日
本の内容は先行研究が中心であり，課題の指
摘はできるが具体的新提案ができない点を
Weth 教授から指摘されるなど，歴史や先行研
究から教材研究を始める日本と，現場での課

題の直接的解決策を中心に研究を進めるド
イツというように，学生への研究指導の違い
が明らかになった。 
 協同授業用の内容として，小学生への文字
式と連立方程式の指導と，中・高校生への日
時計の指導を取り上げ，それらの教材化と国
内での予備実験授業を行った。さらに，国際
協同授業評価のための創造性態度テストの
改良を始めた。 
平成 22 年度 

ドイツのカールスルーエ教育大学と玉川
大学・京都教育大学の両学生・院生による TV
会議を使った遠隔協同学習を実施した。日時
計を教材化し，中学 3年生を対象に実践され
た内容と成果，及び，高校 2年生を対象とし
た日時計の指導プラン等を交流した。また，
守屋は訪独して，日時計の教材化をドイツ学
生に指導した。 

ICDL&S の実施画面 
(左上京都,左下ドイツ,右上玉川,右下タイ) 
 
TV会議を使った交信授業は平成22年12月

～平成 23 年 1 月にかけて 3 回実施された。
その結果，遠隔協同ゼミを初めて経験した玉
川とドイツの学生，さらにこの交信を現地で
視聴したタイの教員は，大変好意的にこの機
会を捉え，双方の教育システムと標準カリキ
ュラムを理解した。また，日時計の持ってい
る原理の共通性と形態の相違性が，国際交流
の中で際立ち，共通課題による数学の理解と，
各国独自の発展課題への取り組みが図られ
た。なお，数学教育学の知識が豊富である，
京都の院生の教材研究・作成力が，学部学生
を上回った。ドイツでは，カリキュラム等の
比較調査を積極的に試み，日独カリキュラム
の比較研究にまとめた。 
両国学生の意欲，学力，研究力に関して向

上が認められ，国際協同ゼミの日常化もはか
れることが示された。さらに，TV 会議を使っ
た写真やビデオによるドイツからの紹介は，
英語が苦手な日本学生の理解を助けたり，プ
レゼンテーション技術の習得に役立ったり
もした。 
平成 23 年度 



エリート算数・数学教員を養成するために，
ドイツのカールスルーエ教育大学とタイの
ラチャパット地域総合大学アユタヤ校，玉川
大学，京都教育大学のそれぞれ大学生・大学
院生による TV 会議を使った遠隔協同ゼミナ
ールが実施された。4 月～7 月では，関数教
育をテーマに相手国のカリキュラムを分析
した内容で発表しあった。日本からは，小学
校と中学校での関数の授業風景のビデオを
交えて，改良された関数教育も発表された。
10 月～2月では，ドイツと京都で幾何教育を
テーマに実施された。協同ゼミナールを重ね
ることで，違和感が無くなり自国での通常の
ゼミナールのように実施できるようになる
ことが分かった。また，TV会議の設置やゼミ
ナールの準備・進行を学生だけで出来るよう
になるなど，学生の ICT 活用能力やプレゼン
テーション・コミュニケーション能力の向上
が認められた。さらに，テーマを関数や幾何
に絞って比較研究を行うことで，各国での数
学指導の具体的特徴がわかり，学生にとって
新たな教育内容開発のヒントを得られるこ
とも確かめられた。 

協同ゼミナールを教員養成カリキュラム
の中で実施するには，大学 3年生から準備の
手伝いや参観を行いながら協同ゼミナール
について知ることから始まり，4 年生では，
自国で行っている通常のゼミナールでの研
究内容をまとめて発表する。さらに，大学院
では，研究成果を生かしたより深い内容とな
る討議を目指すと良いことが示唆される。一
連の実験から，現行の教員養成カリキュラム
内においても，TV 会議を恒常的に利用してエ
リート教員の養成が可能であることが確か
められた。 
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